
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
あ
と
、

大
会
事
務
局
長
の
伊
原
静
江

さ
ん
は
「
生
命
を
大
切
に
す

る
、
普
通
に
暮
ら
し
て
い
け

る
政
治
が
い
ま
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
私
た
ち
は
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
」
と
開
会
挨
拶
を
し
ま
し

た
。午

前
中
は
「
『
拉
致
』
も

『
原
発
』
も
左
右
の
垣
根
を

超
え
て
」
を
テ
ー
マ
に
蓮
池

透
さ
ん
（
元
東
京
電
力
原
子

燃
料
サ
イ
ク
ル
部
長
で
も
あ
っ

た
）
が
講
演
。

「
東
電
は
こ
れ
か
ら
賠
償

金
を
払
っ
て
い
く
た
め
に
は

利
益
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
電
気
料
金
の

値
上
げ
は
当
然
。
そ
し
て
原

発
再
稼
働
に
走
る
こ
と
に
な

る
」
と
指
摘
し
、
一
時
的
に

で
も
国
有
化
し
て
、
体
制
も

一
新
す
る
こ
と
が
必
要
と
訴

え
ま
し
た
。

拉
致
問
題
で
は
「
国
会
議

員
の
な
か
に
は
こ
の
問
題
を

利
用
し
て
、
北
朝
鮮
を
敵
と

し
、
自
衛
隊
や
在
日
米
軍
の

強
化
を
狙
っ
て
い
る
議
員
も

い
る
。
拉
致
問
題
の
解
決
に

は
『
話
し
合
い
』
こ
そ
必
要
」

と
語
り
ま
し
た
。

「
東
電
で
働
い
て
い
た
蓮

池
さ
ん
の
言
う
こ
と
で
、
原

発
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も

の
だ
と
改
め
て
良
く
分
か
っ

た
。
原
発
も
戦
争
も
人
災
で

す
」
（
要
旨
）
等
多
数
の
感

想
が
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

桜
が
満
開
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
日
本
列
島
は

異
常
な
緊
張
感
に
覆
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
北
朝
鮮

「
金
王
朝
」
の
世
代
交
代
の
祝
砲

と
な
る
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
が
予
告
さ

れ
て
い
た
か
ら
で
す
▼
政
府
は
こ

の
時
と
ば
か
り
、
首
都
東
京
、
沖

縄
の
島
々
に
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
を
配

備
、
イ
ー
ジ
ス
艦
３
隻
を
待
機
さ

せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
は
１
５
０
キ
ロ
上
空
で
爆

発
、
黄
海
に
落
下
。
「
強
盛
大
国
」

を
め
ざ
す
先
軍
政
治
は
、
飢
え
て

い
る
国
民
の
１
年
分
の
食
料
に
あ

た
る
７
０
０
億
円
を
海
の
藻
屑
に

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
▼
過
剰
反

応
と
い
わ
れ
た
防
衛
省
の
記
者
会

見
は
発
射
か
ら
45
分
も
後
で
し
た
。

こ
の
遅
れ
は
致
命
的
。
ち
な
み
に

09
年
の
テ
ボ
ド
ン
発
射
の
際
は
７

分
後
に
日
本
海
、
13
分
後
に
は
第

２
弾
が
太
平
洋
に
落
下
し
ま
し
た

▼
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
、
本
国
を

目
標
と
し
て
い
る
の
を
危
惧
し
て
、

日
本
海
側
に
強
力
な
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー

ダ
ー
を
配
置
し
た
が
、
今
回
は
人

工
衛
星
に
よ
る
監
視
に
と
ど
め
ま

し
た
。
こ
の
対
応
の
違
い
は
、
日

本
全
土
の
米
軍
基
地
が
日
本
を
守

る
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
前

線
基
地
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
ま
す
▼
い
ま
日
本
は
放
射
能
汚

染
や
経
済
危
機
に
直
面
し
、
餓
死
・

孤
立
死
も
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
い
の
ち
と
く
ら
し
を
脅
か

す
原
発
再
稼
働
や
消
費
税
増
税
を

な
ん
と
し
て
も
中
止
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
６
月
に
も
と
予

想
さ
れ
て
い
る
総
選
挙
は
そ
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

本
会
議
や
委
員
会
で
の
質
疑
、

提
案
に
も
と
づ
き
一
般
会
計

予
算
に
対
す
る
修
正
案
を
提

出
し
ま
し
た
。
区
長
提
案
額

１
．
６
１
４
億
９
．
１
０
０

万
円
に
対
し
、
修
正
額
は
20

億
8
千
万
円
余
、
１
・
２
％

の
増
額
で
す
。
以
下
共
産
党

区
議
団
の
修
正
案
の
主
な
内

容
は
次
の
通
り
で
す

不
要
不
急
の
事
業
削
減
と

基
金
（
総
額
７
９
１
億
円
に

上
る
）
を
活
用
し
財
源
に
し

ま
す
。
議
長
・
区
長
交
際
費

を
30
％
削
減
、
同
和
対
策
費

を
全
廃
、
副
区
長
を
一
人
に
、

地
下
鉄
８
号
線
建
設
基
金
の

新
規
５
億
円
の
積
み
増
し
取

り
や
め
な
ど
経
費
節
減
し
て

財
源
を
確
保
し
ま
す
。

仕
事
確
保
を
目
的
に
民
間

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、

適
正
な
下
請
け
単
価
と
賃
金

保
障
の
た
め
の
公
契
約
条
例

制
定
さ
せ
ま
す
。

ま
た
津
波
・
高
潮
対
策
促

進
の
た
め
の
調
査
研
究
費
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
助
成

や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
改
修

の
補
助
引
き
上
げ
で
大
地
震

対
策
の
強
化
を
提
案
し
ま
し

た
。介

護
保
険
料
の
負
担
軽
減

や
重
度
介
護
手
当
、
高
齢
者

入
院
助
成
金
の
支
給
、
認
可

保
育
園
の
増
設
、
特
養
ホ
ー

ム
整
備
の
た
め
の
調
査
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。
ま
た
中
国

残
留
邦
人
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
時
間
延
長
、
難
病
患

者
へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
支

給
、
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
16
名
増
員
を
図
る
も
の

で
す
。

食
品
の
放
射
能
測
定
体
制

の
強
化
や
高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
無
料
接

種
の
対
象
者
を
拡
大
す
る
。

青
年
の
就
労
支
援
や
、
商
店

街
装
飾
等
電
気
代
の
全
額
補

助
な
ど
商
店
街
支
援
策
を
拡

充
し
ま
す
。

教
育
の
機
会
均
等
と
よ
り

良
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め

に
、
小
1
支
援
員
の
通
年
配

置
、
就
学
援
助
の
拡
充
、
学

校
司
書
配
置
の
拡
充
、
幼
稚

園
に
ク
ー
ラ
ー
設
置
、
学
校

用
務
や
警
備
員
、
図
書
館
窓

口
業
務
の
民
間
委
託
を
中
止

さ
せ
ま
す
。

地
域
経
済
活
性
化
と

大
地
震
対
策
の
強
化

教
育
環
境
整
備

医
療
、
介
護
の
負
担
軽
減
や

子
育
て
支
援
等
福
祉
の
充
実

経
済
活
性
化

暮
ら
し
・
福
祉

守
る
予
算
修
正
案
を
提
出

放
射
能
測
定
・
健
康
対
策

就
労
や
商
店
街
支
援

ム
ダ
を
一
掃
、
基
金
の
活
用

日
本
共
産
党
江
東
地
区
委
員
会
は
４
月
４
日
、

予
想
さ
れ
る
総
選
挙
に
あ
た
り
東
京
15
区
小
選
挙

区
予
定
候
補
と
し
て
吉
田
と
し
お
日
本
共
産
党
江

東
地
区
委
員
長
・
国
政
対
策
委
員
長
の
擁
立
を
決

定
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

吉
田
と
し
お
（64歳）

蓮
池
透
氏
の
講
演
に
反
響

江
東
母
親
大
会
全
体
会

１
９
４
８
年
福
島
県
生
ま
れ
。
三
協
基
礎
研
究
所
、
南
双
工
機

勤
務
。
１
９
６
９
年
入
党
、
１
９
７
３
年
共
産
党
江
東
地
区
委

員
会
勤
務
。
消
費
税
を
な
く
す
江
東
の
会
事
務
局
次
長
。
２
０

１
１
年
地
区
委
員
長
、
国
政
対
策
委
員
長
。
趣
味
は
登
山
。

３
月
20
日
、
江
東
母
親
大
会
が
総
合
区

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
で
蓮
池
透
元
拉
致
被
害
者
家
族

会
連
絡
会
副
会
長
が
「
拉
致
も
原
発
も
左

右
の
垣
根
を
越
え
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
、

大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

民
主
党
政
府
は

長
び
く
不
況
や
大
震
災
と
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
能
汚
染
に
よ
る
国
民
の
困
窮
と
不
安
を
顧
み

ず
、
自
民
・
公
明
と
と
も
に
、
い
っ
そ
う
く
ら
し
と
経
済

を
破
壊
す
る
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
で
社
会
保

障
削
減
、
消
費
税
大
増
税
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
不
要
不
急
な
大
型
公
共
事
業
・
軍
事
優

先
の
ム
ダ
遣
い
や
大
企
業
・
大
資
産
家
の
優
遇
税
制
を
や

め
、
増
税
な
し
で
も
社
会
保
障
を
拡
充
し
、
経
済
・
景
気

回
復
を
図
る
提
案
を
示
し
て
い
ま
す
。

私
は
福
島
を
故
郷
と
す
る
も
の
と
し
て
、
原
発
再
稼
働

を
許
さ
ず
、
被
災
地
復
興
の
た
め
に
も
、
い
の
ち
と
く
ら

し
を
守
る
政
治
を
め
ざ
し
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

私
の
決
意

吉
田

と
し
お

プロフィール



民
主
党
政
権
は
わ
ず
か
３
日
間

の
関
係
閣
僚
会
議
で
新
た
な
「
安

全
基
準
と
安
全
対
策
」
を
決
め
、

大
飯
原
発
の
再
稼
働
に
躍
起
に
な
っ

て
い
ま
す
。

集
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
都
立

公
園
の
放
射
線

量
測
定
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き

た
「
さ
よ
な
ら

原
発
・
江
東
」

の
長
谷
部
さ
ん

が
「
国
会
請
願

を
し
た
と
き
自

民
・
公
明
・
共

産
・
社
民
は
受

け
取
っ
て
も
ら
っ

た
が
民
主
・
み

ん
な
の
党
は
不
誠
実
な
対
応
だ
っ

た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

浪
江
町
か
ら
江
東
区
に
避
難
し

て
き
て
い
る
方
は
「
国
は
国
民
が

安
心
で
き
る
生
活
を
保
障
す
る
義

務
が
あ
る
。
原
発
再
稼
働
は
許
し

て
は
な
ら
な
い
」
「
子
、
孫
と
家

族
が
バ
ラ
バ
ラ
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
原
発
は
も
う
い

ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
権
上
か

お
る
さ
ん
は
「
５
月
5
日
に
は
泊

原
発
が
定
期
点
検
で
停
止
し
、
す

べ
て
の
原
発
が
止
ま
り
ま
す
。
福

島
第
一
原
発
事
故
に
政
府
は
収
束

宣
言
を
出
し
ま
し
た
が
、
全
て
の

号
機
が
危
険
な
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
の
力
で
原
発
ゼ
ロ
の

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
１
日
も
早
く
、
脱
原
発
・
原

発
ゼ
ロ
を
！
」
と
の
ア
ピ
ー
ル
を

全
体
の
拍
手
で
採
択
し
、
参
加
者

は
深
川
公
園
ま
で
、
デ
ィ
キ
シ
ー

ラ
ン
ド
バ
ン
ド
を
先
頭
に
パ
レ
ー

ド
を
行
い
「
さ
よ
な
ら
原
発
の
声

を
み
ん
な
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と

道
行
く
人
た
ち
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。結

成
集
会
で
は
、
呼
び
掛
け
人

を
代
表
し
て
新
野
区
労
連
議
長
が

挨
拶
。
清
水
事
務
局
長
が
12
年
度

の
江
東
国
民
春
闘
方
針
案
を
提
案

し
ま
し
た
。

各
組
合
か
ら
の
取
り
組
み
報
告

で
は
「
職
人
の
賃
金
が
14
年
連
続

マ
イ
ナ
ス
、
若
年
層
の
仕
事
離
れ

が
激
し
い
、
今
年
は
労
働
単
価
の

引
き
上
げ
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
頑

張
り
た
い
」
（
東
京
土
建
江
東
支

部
）
、
「
大
手
の
下
請
け
切
り
下

げ
を
許
さ
ず
、
大
幅
賃
上
げ
を
求

め
た
い
」
（
ア
サ
ガ
ミ
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
労
組
）
「
区
の
行
政
改
革

の
民
間
委
託
で
区
民
サ
ー
ビ
ス
を

切
り
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
新

採
用
職
員
の
１
０
０
％
の
組
合
加

入
を
め
ざ
す
」
（
江
東
区
職
労
）

「
医
療
分
野
は
夜
勤
２
交
代
制
が

広
が
り
、
18
時
間
勤
務
も
あ
る
。

看
護
師
の
離
職
率
は
高
い
、
大
幅

賃
上
げ
で
医
療
と
社
会
福
祉
を
守

り
た
い
」
（
癌
研
労
組
）
な
ど
交

流
し
、
春
闘
を
闘
う
意
思
統
一
を

し
ま
し
た
。

○
江
東
区
労
連
青
年
部

青
年
労
働
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
い

ま
青
年
が
仕
事
に
生
活
に
何
を
求

め
て
い
る
の
か
、
み
ん
な
で
話
し

合
い
ま
し
た
。

○
春
闘
勝
利
木
場
昼
デ
モ

3
月
23
日
、
１
２
０
名
が
参
加

し
て
木
場
２
丁
目
公
園
〜
ア
サ
ガ

ミ
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
デ
モ
行

進
。
昼
休
み
時
の
街
行
く
人
び
と

に
大
幅
賃
上
げ
、
消
費
税
ノ
ー
を

と
訴
え
ま
し
た
。

○
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
非
正

規
労
働
者
向
け
宣
伝
行
動

３
月
25
日
、
南
砂
ジ
ャ
ス
コ
前
・

豊
洲
ビ
バ
ホ
ー
ム
前
で
宣
伝
行
動
。

チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
５
０
０

部
を
配
布
し
ま
し
た
。

４
月
19
日
、
全
日
本
年
金
者
組

合
江
東
支
部
は
、
東
陽
町
西
友
前

で
「
消
費
税
増
税
・
年
金
引
き
下

げ
反
対
」
宣
伝
・
署
名
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１２年 ４月号 №９０ －２－

２
０
１
２

江
東
国
民
春
闘
！

大
幅
賃
上
げ
で
内
需
拡
大
・
景
気
回
復
を
！

洲崎弁財天社（江戸名所図会）

江東区の開発第4期には、享保（1716～36

年）以後隅田川東岸の越中島、古石場、牡丹

町、洲崎、平井などが開発されました。

越中島は河口の州で、榊原越中守の別邸が

あったことで名づけられました。その後、度々

の風水害で荒地になり、石置場になったこと

が古石場の地名のおこりです。1711年には隅

田川の川ざらいの土で復旧し、旗本、御家人

の屋敷地として越中島町となり、周辺の州も

埋立てられ人足寄場などにもなりました。

1756年、商人平助と僧曽融が越中島の東南

を開拓して越中島新田をひらき、享保以後の

埋立て地は約4万坪に及びました。

1781年頃、越中島の東に阿波徳島藩蜂須賀

家の別邸雀林荘がつくられ、その周辺での牡

丹栽培が多く、地名のもとになりました。

洲崎には1700年、弁天社と吉祥寺があり門

前町ができて、潮干狩りや船遊びなどで賑わ

いましたが、1791年の大津波で荒廃、明治に

なってから根津遊廓が移され、洲崎弁天町と

なります。

深川洲崎10万坪は1704年以後に干潟を江戸

市中のゴミで埋立てられたもので、近江屋庄

兵衛と井筒屋万蔵がそこで新田を開発し、近

江屋の姓千田氏にちなんで千田新田と名づけ

られました。

10万坪の北の毛利町には幕府の材木蔵が置

かれ、1722年、伊勢屋藤左衛門がその半分を

占めていた入堀を埋め立てて新田を開発し、

藤衛門の姓毛利氏を地名にあてました。

10万坪の南（現東陽4、5丁目）も1765年、

平井満右衛門と虎五郎が江戸城の堀浚いの土

で埋立て、平井新田としました。一時は塩田

がつくられました。しかし潮の便がわるく廃

止されましたが、塩浜という俗称は残ってい

ます。

概説

（９）

行
事
日
程

○
５
月
６
日
（
日
）

「
国
民
平
和
大
行
進
出
発
集
会
」

12
時
集
合

夢
の
島
公
園
・
第
五
福
竜
丸

展
示
館
前

○
５
月
13
日
（
日
）

「
江
東
年
金
者
組
合
17
回
定
期
大
会
」

13
時
30
分
〜

江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

○
５
月
27
日
（
日
）

「
江
東
区
労
連
第
22
回
定
期
大
会
」

13
時
〜

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

４
月
15
日
、
区
民
要
求
実
現
大

運
動
実
行
委
員
会
の
呼
び
か
け
で

「
原
発
な
く
す
江
東
区
民
パ
レ
ー

ド
」
が
森
下
公
園
で
開
催
さ
れ
、

18
団
体
２
５
０
名
の
区
民
が
集
ま

り
ま
し
た
。

江
東
区
労
連
は
2
月
15
日
に
「
２
０
１
２
江
東
国
民
春
闘
共
闘
委

員
会
」
を
結
成
し
、
17
労
組
・
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
結
成
集
会

以
後
は
、
宣
伝
活
動
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
ま
す
。

原発なくし放射能から子どもたちを守ろう！「越中島と十万坪」

と
り
く
み
紹
介

高
齢
者
・
弱
い
者
い
じ
め
の

「
消
費
税
増
税
・
年
金
引
き

下
げ
反
対
」
宣
伝
行
動

春闘勝利昼デモ




